
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習だより 2026年（令和 6年） 

３月号 Vol．２６７ 

生涯学習だよりはＷＥＢでも配信中！ ございんホール  検索 
令和６年３月１５日発行  編集 蔵王町教育委員会生涯学習課 

 

【ございんゆるコラム】は～るよ、こい✿  

 

 普段何気なく撮影している写真、もっとレベルアップさせてみませんか？ 

 当講座では蔵王の豊かな自然と、それを背景にしたポートレート（人物写真）の簡単な撮影技術

を学びます。必要なのは皆様がお持ちのスマートフォンのみ！ 

 学んだ撮影技術を活かして、大切な人や思い出を綺麗に残しましょう！ 
 

 日 時／３月２３日（土）９時００分～１３時００分（荒天時中止） 

 集合場所／蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール） 

 撮影場所／町内各所 

 対 象 者／スマートフォンをお持ちの成人 

 参 加 費／無料 

 定 員／８名（先着・申込必須） 

 申込期限／３月２０日（水・祝）１７時００分 

 申 込 先／蔵王町教育委員会生涯学習課 ＴＥＬ ３３－２０１８ 

【開催】蔵王を切り撮る 

【報告】松川岩石鉱物研究会  

【報告】リフレッシュ♪MamaCafe 

 １年間にわたって、松川の岩石を調査してきた蔵王町公民館講座『松川岩石鉱

物研究会』が、3 月 1６日に最終回を迎えます。 

 この講座ではこれまでに、松川や、松川に合流する河川計１０か所で１００個

ずつ岩石を拾い、分類し、それぞれの地点の岩石構成比を調査してきました。合

計１，０００個の岩石を調査することによって、松川には安山岩などの火山岩が

多い事、花崗岩が地質図からの予想に反し多い事などが分かりました。 

 これまでの研究結果はございんホール内、蔵王小路に掲示しておりますので、

是非ご覧ください。 

【報告】ございんまつり２０２４  

 今年度もざおうっ子応援団に登録しているボランティアの皆様のご協力をい

ただき、本の読み聞かせや登校見守り、スキー教室など様々な活動を支援するこ

とができました。 

 子どもたちは地域の方々との交流を楽しみにしており、ボランティアの方々も

子どもたちとのふれあいを大切にしながら活動している様子をみることができ

ました。 

 ボランティアの皆様、1 年間ありがとうございました。 

 ３月３日（日）ございんホールにて『ございんまつり２０２４～楽しい わ 元

気だ わ ときめく わ ございんまつり２０２４～』を開催しました。 

 ステージではバンド・琴の演奏などの華やかな演奏や、よさこい・フラダンス・

日本舞踊などの素敵な舞、民謡歌唱・合唱などの心癒される歌声が披露され、客

席のお客さんからは盛大な拍手が送られました。また、プログラムの合間にはお

客さんにステージに登ってもらい、フラフープ対決や人間輪投げなどのイベント

に参加いただきました！ 

 ブース体験が行われたフロアと蔵王小路では、折り紙教室・うさぎのカゴ作り、

ビーズアクセサリー作り・国際交流コーナー・絵画教室・岩石鉱物研磨体験・蔵

王町カードコーナー・青年会カフェなど様々なブース体験が行われ、楽しそうな

声が響いていました！ 

 およそ２５０名の方にご来館いただき、活気あふれる「ございんまつり２０２

４」となりました。 

 来年も開催予定ですので、ぜひご来場ください！ 【報告】地域学校協動活動推進事業『ざおうっ子応援団』  

 ３月になると春の訪れを感じられますね。みなさんはどのような時に「春」

を感じますか？ 

梅や桃の花が咲く様子にほのぼのと春を感じたり、芽吹き始めたフキノト

ウやタラの芽を楽しみにしたりする方もいるでしょうか。まだまだ寒い日が

続いていますが、春の風を感じられる日も増えてきました。 

３月は慌ただしい月でもありますが、あたたかい春を感じながらわくわく

した気持ちで新年度を迎えられるといいですね。 

（研究結果をまとめた地質図） 

 １月２０日（土）、ございんホール内の第３研修室で第３回目の『リフレッシ

ュ♪MamaCafe』を開催しました。 

 MamaCafe とは日々の家事・育児に励んでいるお母さんたちにリフレッシュ

してもらうための講座です。町の子育てサポーター『すまいるハート』の皆さん

がお子さんの託児を行い、その間お母さんたちが集中して活動を行えるようにし

て開催しています。 

 今回は講師として『ゆうゆ庵』の清野友子先生をお招きし、自力整体教室を行

いました。 

 産後の身体の歪みや、日々の家事育児による痛みを自分で緩和出来るように指

導していただきました。 

 今年度最後のリフレッシュ♪MamaCafe となりましたが、年度を通してたく

さんの方に参加いただきありがとうございました。 
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１月の利用状況 開館日数：２０日 

利用者数：1,078 人（53.9 人/日） 貸出点数：3,686 点（184.3 点/日） 

今と未来がわかる半導体 
ずーぼ／著(ナツメ社) 

くせになるランニング 
日本実業出版社 

 (新潮社) 

パートタイマー・秋子 
永井 愛／著(而立書房) 

親子でお気軽にお越しください。（参加無料） 

日時：毎週土曜日  

１０時４５分から１５分程度 

会場：図書館内『おはなしの森』 

世界はラテン語でできている 
ラテン語さん／著(SB クリエイティブ) 

 
日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

       

新生活コーナー（こども） 電話番号がかわったら…

返却が遅れている時や忘れ物があった時に、

連絡がつかないことがあります。特に、携帯電

話番号を登録していない方が固定電話を廃止し

て電話がつながらないケースが多いです。利用

者登録時から電話番号や住所等が変わった方

は、図書館までお知らせください。 

蔵王町立図書館 電話 33-2018 

ホームページ 蔵王町／公共施設／図書館 

Ｘ:https://twitter.com/zaolib1 
 

注文に時間がかかるカフェ 
大平 一枝／著(ポプラ社) 

べんつうのはなし 
岩井 直躬／著 

(京都新聞出版ｾﾝﾀｰ) 

                             

                               

                                

                
あしの多い虫図鑑 
小野 展嗣／著， 

鈴木 知之／写真 (偕成社) 

わたしの名前はオクトーバー 
カチャ・ベーレン／作， 

こだま ともこ／訳(評論社) 

図書館の資料は大切に

４月から小学校や保育

所・幼稚園・こども園に入

って新生活が始まるお子さ

ん、進級して心新たにがん

ばるぞ！というお子さん

…。それぞれが春休みを有

意義に過ごせるよう、絵本

だけでなく「はやね・はや

おき・あさごはん」チェッ

ク表などを揃えました。ぜ

ひ活用してください。 

ミライチョコレート 
ザ・キャビンカンパニー／著 

 (白泉社) 

出前おはなし会

５月から２月にかけて、町内の保育所・幼稚

園・こども園におはなし会を出前しました。訪

問回数は１６回にのぼり、季節や行事にあわせ

た絵本や紙芝居、時にはエプロンシアターなど

を子供たちといっしょに楽しみました。 

東京都同情塔 
九段 理江／著 

 (新潮社) 

世界の食はどうなるか 
イェルク・スヌーク／著， 

野口 正雄／訳 (原書房) 

 
日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

図書館の資料（本・雑誌・ＣＤ・ＤＶＤ等）

は、蔵王町の大切な財産です。みなさんには大切

に扱っていただいていますが、破れや折れ等が見

つかることもあります。セロハンテープでの修理

は本を劣化させる原因の一つです。専用のテープ

やのりで修理しますので、破れや外れているペー

ジを発見した場合は、直さずに図書館スタッフへ

お知らせください。 

また、においが移りやすいので、タバコ等強い

においにもご注意くださるようお願いします。 

資料は時間の経過とともに劣化するものです

が、丁寧に扱っていただければ、その分長く利用

することができます。蔵王町の財産である図書館

の資料を、これからの世代にも利用してもらえる

よう、大切に扱っていきましょう。 

 

伝わる!動画テロップのつくり方 
ナカドウガ／著（玄光社） 

雪と暮らす古代の人々 
相澤 央／著（吉川弘文館） 

大型絵本を 

読んでいます 


